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　道成寺蔵『道成寺縁起』二巻二軸ほど、よく知られる書物
でありながら、その名称に混乱のあるものは無い。
　私見ではおよそ三つの階層に分節しうる課題がある。第一
に、国指定重要文化財としての名称を「紙本著色道成寺縁
起」二巻とするこの書物そのものについて、道成寺とその周
辺においてどのように呼称してきたのかという観点である。
本書には内題・尾題は見られず、〔江戸前期〕後補表紙に「道
成寺縁起上（下）」と本文とは異なる手で墨書した外題が貼
題簽にて示される。この表紙は、江戸時代中期に行なわれた
開帳での口上に拠れば、徳川頼宣が寄進した蜀江錦の布表
紙であるとされ、「後小松院宸筆」とする点、足利義昭が天正
元年［1573］十二月に由良興国寺で披見したとする点とあ
わせ、見どころの一つとされている。本文とは別筆で記され
る義昭披見に関する識語にも書名は見られず、「此縁起」ある
いは「日本無双之縁起」との賛辞が見られるのみである。幕
末・明治の朝岡興禎『古画備考』および黒川春村・真頼『考古
画譜』では本書を「道成寺縁起」と称する。同時代、『紀伊続風
土記』が「絵縁起二巻」、その編纂に参画した小原良直の『典
籍年表』が「紀伊国日高郡道成寺絵巻物 二軸」とすることに
比べれば、『考古画譜』『古画備考』が実物の題簽・外題から
得られる情報に即して記載していることがうかがえる。
　ところが当の道成寺においても、江戸時代以後、その呼称
に揺れがあった。院主真海が天和元年［1681］諸国巡見使
を接遇した際の口上では、本書を単に「御縁起」と呼ぶのみ。
一方、盛海代、宝永七年［1710］の接遇口上では「鐘巻由来
之縁起」と呼称されるようになり、次の盛寛代でも同様であっ
た。この「鐘巻由来之縁起」なる呼称は、享保四年［1719］に
和歌山城下栗林明王院で行なわれた出開帳でも、出陳品一
覧を示す際に用いられている。なお、開帳興行における口上
では「勅筆之御縁起」と呼ばれていた（道成寺内に伝存する
口上控としては宝暦十一年［1761］のものが最古。同年三月
三日から二十日間の予定で寺内居開帳が行なわれた）。ただ
し先にも言及したように、これは足利義昭花押・識語、徳川頼
宣寄進表紙と合わせて後小松院宸筆であるという「見どこ
ろ」に言い及ぶための呼称で、本書の書名とまでは言えない。
さらに文政二年［1819］の名古屋阿弥陀寺の出開帳では
「安珍清姫縁起 弐巻」という呼称も見られるようになる。
　第二の階層として、所謂「日高川草紙絵」と分類される酒
井家旧蔵本・根津美術館本との対比や、『道成寺縁起』その
もの以外の伝本を含む全体をいかなる名称で呼ぶか、という

問題がある。前者について言えば、『古画備考』が「道成寺
絵詞」として掲出する土佐廣周画の一本は奥書からして酒
井家旧蔵本の転写本であろうし、その酒井家旧蔵本の加証
識語には「右道成寺之絵一巻者…」と見え、道成寺という寺
名すら登場しない本文を持つ同本までをも「道成寺之絵」と
してしまうのである。
　さらに第三の階層として、1968年に角川書店から刊行
された『日本絵巻物全集』が『道成寺縁起』を指して「道成寺
縁起絵巻」と誤記したことに起因する問題がある。1982年
刊『続日本絵巻大成』が「道成寺縁起」と正確に示したにも
関わらず、『全集』および五来重『絵巻物と民俗』（角川選書、
1981）の影響力のためか、現在でも、本書を指して「絵巻」
を含む七文字で記す例が後を絶たない。これまでに見てき
たように、本書をこの七文字で呼ぶ事例は少なくとも前近
代には見られず、固有名詞としては『道成寺縁起』と正確に
記述することが重要である。
　しかしそのことばかりでは現状の混乱は収まらない。『道
成寺縁起』を含む書物群についての術語が必要だからだ。
あくまでも一案だが、道成寺の鐘にまつわる安珍清姫の物
語については「鐘巻由来」としてはどうだろうか。「日高川草
紙絵」の対概念である。その他、道成寺という場に関わるも
のとしては創建縁起や在地系の「鐘巻由来」もある。また、
歴史的に見れば「日高川草紙絵」も道成寺に関連付けられ
てきた経緯もある。つまり、『道成寺縁起』にわずかでも関わ
りうる書物については全てを「道成寺絵詞」と概括してみて
はどうか。この術語が果たして浸透するかどうかは分からな
い。しかし、「道成寺縁起絵巻」という語は固有名詞としても
集合名詞としても使わない姿勢こそが、より正確に「道成寺
絵詞」（と芸能「道成寺物」）を把握するための一歩となるこ
とは間違いないはずである。
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　ここには、仲の良い家族にある「甘え」があるように
感じます。同じ岩代で草を結ぶのですが、「さあみんな
一緒に」と呼び掛けます。仮屋の屋根をふくなら「ほれ、
こちらの草を刈りなさい」と「我が背子」に呼び掛けま
す。背子は誰なのか不明ですが、南紀の陽光の下、母
と娘・息子たちの笑顔が浮かびませんか。
　最後に、日本書紀に収められた老女帝・斉明の歌を
みてみましょう。
　冬十月…、紀温泉にいでます。皇孫建王をおもほし
いでて、悼み悲しびたまふ。すなわち口号して曰く
　山越えて　海渡るとも　おもしろき　今城のうちは
　忘らゆましじ
　水門の　潮のくだり　海くだり　後も暗れに　置き
てか行かむ
　うつくしき　吾が若き子を　置きてか行かむ
　建王は中大兄の息子。障害があり口がきけず、この
年にわずか8歳で夭逝しました。祖母の斉明はこの薄
幸の孫を可愛がっていたのでしょう。楽しい白浜への
道中も、この子を思い出しては、その墓所（今城）を慕
い、海を渡れば心は後ろへ後ろへと引かれるのです。
　三者三様とはまさにこのことです。そして大切なこ
とは、いずれの歌も天皇や皇子という役割を離れ、個
の思いが刻まれていることです。古代日本にようやく
姿を現し始めた定型の歌＝和歌は、このようなそれぞ
れの思いを表現することから始まったのです。
　今年で退職を迎えますが、大学から遠望する古代
文学ゆかりの地・和歌山を思い出しつつ、これからも
進んでいきたいと思っています。
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　日本古代文学を学んでいると、時々ハッと驚かされ
ることがあります。斉明女帝の紀温泉（白浜温泉）の旅
もその一つです。
　時は、斉明天皇の４年（658）、大化の改新に始まる
政治動乱が、女帝の息子・中大兄を中心に次第に落ち
着きをみせてきた時代です。もっとも3年後には、新政
権をあげた百済救済の出兵とその失敗のなかで、斉
明天皇（68歳）は九州に没するのですから、この白浜
旅行は最後の一家団欒の旅だったのです。この旅に
関係した歌が、万葉集に2か所、日本書紀に１か所見
ることができるのですが、驚いたことに三つは全く違
っているのです。
　最初は巻２「挽歌」に収められた有名な有間皇子の
歌です。
　有間皇子、自ら傷みて松が枝を結ぶ歌二首
　岩代の浜松が枝を引き結びま幸くあらばまたかへり
みむ（２・141）
　この歌の背景に「有間皇子の変」があり、海南の藤
代坂で殺されたのは、あまりに有名です。この歌は、謀
反を密告され、最高権力者中大兄の尋問を受けるた
め、白浜まで護送された時の歌とされています。岩代
は白浜の手前、田辺湾をはさんで向き合った海岸に、
今も岩代王子があるところです。どうやらそこの松の
枝を結んで、旅の安全を祈ったようです。しかし、この
歌は「もし、無事であるならば」と仮定形でうたってい
て、決して無事ではすまないことを暗示しています。旅
の歌でありながら、「挽歌」に収められているのもその
せいでしょう。
　次に有間皇子の歌とは対照的なのは、巻２「雑歌」
の歌です。
　中皇命紀温泉の歌
　君が代も我が代も知るや岩代の岡の草根をいざ結
びてな（１・10）
　我が背子は仮廬作らす草なくは小松が下の草を刈
らさね（１・11）
　中皇命はだれを指すのかについて議論のあるとこ
ろですが、今は通説に従って、斉明天皇の娘、中大兄
や大海人皇子の妹、間人皇女とみておきましょう。どう
やらこの旅は、斉明ファミリー総出の旅だったようで、
この歌はそのスナップ写真だといえます。
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和大から望む海南藤代坂


